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	①　貯金者が貯金開設申込時にした表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場合
	当組合は、この貯金について、以下の事由を民間公益活動を促進するための休眠預金等に係る資金の活用に関する法律（以下「休眠預金等活用法」という。）にもとづく異動事由として取り扱います。
	Ａ　公告の対象となる貯金であるかの該当性
	Ｂ　貯金者等が公告の前の休眠預金等活用法にもとづく通知を受け取る住所地
	③　貯金者等からの申し出にもとづく通帳または証書の発行、記帳もしくは繰越があったこと
	④　貯金者等からの申し出にもとづく自動継続貯金の継続中止登録があったこと
	Ａ　第14条に掲げる異動事由
	Ｂ　当組合が貯金者等に対して休眠預金活用法第3条第2項に定める事項の通知を発したこと。ただし、当該通知が貯金者に到達した場合または当該通知を発した日から1か月を経過した場合（1か月を経過する日または当組合があらかじめ預金保険機構に通知した日のうちいずれか遅い日までに通知が貯金者の意思によらないで返送されたときを除く。）に限ります。

